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はじめに

看護はもとより人間関係を基にしている。イギリスの社会学者ギデンスは、人との関係

性はそれ自体がもたらす精神的な満足感にもとづいており、その関係は必ずしも不変では

ないとしている。それぞれが自らの精神的満足感を追及し、相手の精神的満足感も尊重す

ることが、人との精神的つながりを保証することになる 、という。１）

人間関係においては、自分に対してある程度の自信や満足感、ありのままの自分を無条

件で愛する気持ち「健康な自己愛」を持つことが必要である。管によれば、それによって

自分の欠点や限界に臆することなく直面することができるし、他人との関係でも必要以上

に気を使ったり防衛的になったりせず、自分を尊重するのと同様に相手のことを尊重する

ことができる 、という。青年期は、この自己の自尊感情にもっとも敏感な時期といわれ２）

、 。ており 生活習慣や精神健康度がその自尊感情と関連しているとも報告されている３ ４～7） ）

また、多くの先行研究では自尊感情の変化をもたらす思春期・青年期における学習指導方

法が報告され 、看護実習もそのひとつとなっていることが示唆されている。本研究で8）9）

は、青年期にある学生たちの「健康な自己愛 、セルフエスティームに着目する。セルフ」

エスティームの形成には親の養育態度が影響するといわれているが、母性看護実習では他

者を通して養育を体験するという貴重な機会を持つことができ、この実習が学生のセルフ

エスティームに影響しているものと推測できる。しかし、セルフエスティームを高める実

習指導方法の検討はいまだ十分とはいえず、研究の蓄積が必要とされている。

そこで本研究では、母性看護実習における学生のセルフエスティームや健康習慣、精神

健康度の実態を把握し、学習効果を高める実習指導方法を検討していきたいと考えた。
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Ⅰ 研究目的

本研究の目的は、母性看護実習前後における学生の変化と体験内容を把握し、セルフエ

スティームにかかわる母性看護実習の問題と課題を明らかにする。

Ⅱ 研究方法

学生の実習前後における変化は、自尊感情として信頼性・妥当性が立証され多方面で活

用されている、 の開発した 項目で測定する。また、自尊感Rosenberg self-esteem scale 10

Goldberg,D,P. GHQ情に影響するだろう健康状態については によって開発された日本語版、

一般健康調査票の 項目版（ 、健康習慣は の健康習慣 項目を用いる30 QHQ30 Breslow.J 7）

こととした。学生のセルフエスティームには、実習だけではなく学生自身の特性も影響す

るだろうと考え、親子関係診断尺度（ )を用いて家庭における両親との関係を分析すEICA

ることを試みた。個々の体験については、自由記述項目の内容分析で明らかにすることに

した。

調査方法は、自記式によるアンケート調査とした。

１．対象者 ：Ａ短期大学３年課程看護学生 年生3

２．調査内容 ：基本属性、家族との関係、健康習慣、セルフエスティーム尺度、

一般健康調査質問紙（ 、親子関係診断尺度（ )QHQ30 EICA）

母性看護の実習体験内容、体験に対する自由記述の感想

３．調査期間 ：平成 年 月～ 月17 5 12

４．倫理的配慮：文書と口頭で研究の趣旨、方法、中途中断の自由、個人を特定できない

ように処理すること、秘密厳守、自由意志による参加を説明し、成績には全く影響

しないことを確約し、同意を得た者だけを対象とした。文書をもって同意を得た。

５．結果の分析：SPSSにより集計、クロス集計、ｔ検定、χ 検定、重回帰分析、自由記２

述の内容分析

Ⅲ 結果

本稿では、母性看護実習前後における学生の健康習慣、セルフエスティーム、一般健康

状態、及び実習での体験内容について述べていく。

１．対象者の属性

（ 、 ） 、 （ ）回答が得られた対象者は 名 女子 名 男子４名 で 平均年齢 歳55 51 21.7 SD4.0

であった。

２．健康習慣について

健康習慣については、ブレスローの生活習慣の項目を用いて質問紙による調査をした。

睡眠時間を７～８時間とっているのは実習前でも ％であり、実習後にはさらに減り25.5

％となった。朝食はほぼ毎日とっているのは実習前が ％、実習後も ％であ18.2 83.6 85.5

るが、これは摂っていない学生が１割以上存在していることを示している。運動習慣のあ
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n=55表１ 実習前後における生活習慣

（ ）実 習 前 人（％) 実 習 後 人 ％

項 目 は い いいえ は い いいえ

睡眠時間７～８時間 ( ) ( ) ( ) ( )14 25.5 41 74.5 10 18.2 45 81.8

朝食はほぼ毎日とる ( ) ( ) ( ) ( )46 83.6 9 16.4 47 85.5 8 14.5

間食はあまりとらない ( ) ( ) ( ) ( )13 23.6 42 76.4 14 25.5 41 74.5

体重は標準である ( ) ( ) ( ) ( )45 81.8 10 18.2 46 83.6 9 16.4

( ) ( ) ( ) ( )運動･スポーツをしている 8 14.5 47 85.5 8 14.5 47 85.5

酒は大量に飲まない ( ) ( ) ( ) ( )54 98.2 1 1.8 53 96.4 2 3.6

タバコは吸わない ( ) ( ) ( ) ( )47 85.5 8 14.5 47 85.5 8 14.5

る学生はわずか８人・ ％であった。母性看護実習直前と直後における変化は、検定で14.5

は有意差はなかった。

３．セルフエスティームについて

実習前のセルフエスティーム得点は平均 、実習後は と上昇傾22.4(SD5.8) 23.3(SD6.0)

向はあったものの有意差はなかった （図１）。

４．健康状態

健康状態を、一般健康調査質問紙法（ ）を用いて自記式にて調査した。この尺GHQ30

度では点数が低いほど健康度が高いといわれている。実習前は平均 、実習後12.2(SD6.2)

と多少の低下がみられ、良好に変化している傾向はあったものの、有意差は11.2(SD6.1)

GHQ30 a bなかった 図２ しかし を構成している因子である６項目 一般的疾患傾向。（ ） 、 、

n=55 n.s.

図１．実習前後のＳＥ尺度得点
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身体的症状、 睡眠障害、 社会的活動障害、 不安と気分変調、 希死念慮うつ傾向につc d e f

いて検討していくと 「不安と気分変調 「希死念慮とうつ傾向」で、実習後に有意に低、 」

下した （P=0.05、P=0.03）一方 「一般的疾患傾向 「身体的症状 「睡眠障害」といっ。 、 」 」

た身体面の健康状態では、実習後に高くなる傾向がみられた。

実習前n=55 実習後n=55  n.s.

図2.実習前後ＧＨＱ３０項目得点
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５．実習での体験

母性看護実習における体験内容と体験した人数は表２のとおりである。分娩の見学は

％が体験していた。褥婦を受け持ったり、新生児の沐浴、新生児を抱くことは、ほぼ78.2

全員が体験していた。

表２ 実習での体験

項 目 はい 人(％) いいえ

分娩を見学した 人 ( ) ( )43 78.2 12 21.8

55 100 0褥婦を受け持った ( )

55 100 0沐浴をした ( )

新生児を抱いた ( ) ( )54 98.2 1 1.8

哺乳をした ( ) ( )31 56.4 24 43.6

実習に対する満足度を 「母性看護実習について満足でしたか」と設問し、４段階で回、

答を得た 「そう思う」 人（ ％ 「ややそう思う」 人（ ％ 「やや違う」１。 ）、 ）、31 56.4 23 41.8

人（ ％）という結果で、ほとんどが満足していたと答えていた。体験と満足度に関係1.8

があるかと検定したが、有意差はなかった。

６．実習前後の に影響を与える要因の検討Self-Esteem

の測定値を独立変数に、 を構成している因子である６項目、 一般Self-Esteem GHQ30 a

的疾患傾向、 身体的症状、 睡眠障害、 社会的活動障害、 不安と気分変調、 希死念b c d e f

慮うつ傾向を従属変数にとり、実習前と後それぞれ重回帰分析を行った。その結果、実習

前では「不安と気分変調」が、実習後では「社会的活動障害」と「不安と気分変調」の有

意確率が0.05以下であった したがって 実習前は 不安と気分変調 が 実習後では 社。 、 「 」 、 「

会的活動障害」と「不安と気分変調」が 得点に影響を与えていると考えられSelf-Esteem

た。

７．親子関係診断尺度（ )についてEICA

親子関係診断尺度（ )の分析、 得点と親子関係（ )の関係、母性看EICA Self-Esteem EICA

護の実習体験内容、体験に対する自由記述の感想については、現在、分析中である。

Ⅳ 考察

、 。看護学生にとって 臨地実習が学習過程に与える影響が大きいことは周知の通りである

本研究では、生活習慣や健康状態、実習体験内容、セルフエスティームから母性看護実習

前後における学生の変化を捉えようとした。健康習慣は睡眠時間が十分でない学生が多か

った。また、朝食をとっていない学生もおり、看護実習中では必ずしも好ましい生活習慣

といえない状況が示唆された。この生活習慣が実習前後でも差がなかったことから、慢性

的な睡眠不足を抱える学生の状況を示唆している。セルフエスティームの高い学生は生活

習慣においても望まし方向にある 、という大学生を対象とした報告があるが、単に看護10)

実習中による生活習慣なのか、一般大学生との比較からさらに検討していく必要があると
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いえた。

、 、母性看護実習前より 実習直後ではセルフエスティーム得点に上昇傾向があったものの

有意差はなかった。出産経験のとらえ方が自尊感情に影響を及ぼす 、という報告がある11)

が、今回の調査のように出産の実習体験だけではセルフエスティームに影響を及ぼすまで

にはいたらなかったと考えられる。菅野らは各論実習が始まる前と終了後におけるセルフ

エスティーム得点には有意差があったと報告しており、今回我々が考えた実習内容がセル

フエスティームに影響するということより、セルフエスティーム得点の上昇にはある程度

の期間を要するのではないか、という示唆を得た。今後も検証していきたい。

、 、 「 」「 」しかしながら 一般健康状態では 実習後の 不安と気分変調 希死念慮とうつ傾向

の項目が有意の差で低下しており、母性看護実習が精神健康状態に正の影響を及ぼしてい

ることが示された。セルフエスティームの形成には親の養育態度が影響するといわれてい

るが、母性看護実習では他者をとおして養育を体験するという貴重な機会を持つことがで

き、生命誕生に関わる実習内容が学生の精神健康状態に影響しているものと思われる。体

験した項目ではその関連が見出せなかったが、詳細な実習内容を検証し個別的な関連につ

いて検討していきたい。

今回看護学生のセルフエスティーム得点を測定した結果、一般的に言われている青年期

の得点の低さ、あるいは女性の得点の低さが、看護学生でも同様の傾向があることが認め

られている。加えて、看護の実習は、学生にとってさまざまな不安や緊張の中で行われて

おり、それらがセルフエスティームに影響しているだろうことは推測できる。学生個々の

背景や親子関係からもさらに分析を進めていきたい。
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